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公演日：１０月２６日（日）　　　　　　　場所：文化パルク城陽　ふれあいホール

　☆朝公演　（開場）１０：００　（開演）１０：３０　（終演）１１：５０

　☆昼公演　（開場）１３：００　（開演）１３：３０　（終演）１４：５０

対象者：市内在住の乳幼児と保護者　　入場：無料（整理券が必要です。詳しくは裏面へ）

お問い合わせ：城陽市役所子育て支援課　☎（56）4035

原作：ラッセル・E・エリクソン
脚色·演出：幸 晃彦
美術：清水正年・幸 晃彦
音楽：田村賢一
音響·効果：須川由樹
照明：森田智子
制作：清水正年・瀧 和子・小林洋介
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　ひきがえるのウォートンは、トゥーリヤおばさんのうちにおいしいカブトムシの砂糖菓

子を届けに行く途中、恐ろしいミミズクにつかまってしまいます。ミミズクの巣に連れて

いかれたウォートンは、５日後のミミズクの誕生日のごちそうにされてしまうことを告げ

られるのです。

　ところがウォートンは、巣の掃除をしたり、おいしいお茶を淹れたり、ミミズクの話に

興味を持ったりと、前向きでへこたれません。孤独で他人を信じることのなかったミミズ

クも、ウォートンと話すひとときがだんだん楽しみになってくるのですが・・・

　こっそり作っておいた脱走用のはしごが見つかってしまい、ふたりの関係は決裂。

ウォートンは助けに来てくれたネズミたちと共に、ギリギリでミミズクの巣から逃げ出し

ます。

　ところが逃げる途中、ミミズクの悲鳴が。見ると、キツネに襲われ息絶え絶えのミミズ

ク。ウォートンは、無我夢中でミミズクを助けるためにキツネに向かってゆく・・・！

　市では、将来を担う子どもたちが心身ともに健やかに成長できるよう、行政が家庭・地域社会と
一体となって子育て支援型社会の形成に取り組み、安心して子どもを産み育てることができる環境
整備を目標に、城陽市次世代育成支援推進事業行動計画｢じょうよう冒険ランドプラン｣を策定して
います。
　この計画を総合的に推進し、さまざまな事業に取り組むことで、子育てと子どもの成長を温かく
見守ることができる地域社会を目指しています。
　今回、子育て支援事業の一つとして、劇場公演を実施します。ぜひご鑑賞ください。

あ ら す じ

地域子育て支援センターの事業

■入場整理券の配布■　１０月３日（金）配布開始！！

◎�配布場所は、各コミセン、文化パルク城陽、ぱれっとＪＯ
ＹＯ、地域子育て支援センター、子育て支援課です
◎�朝公演と昼公演の２種類の整理券がありますので、ご希望
の公演の整理券をお受け取りください
◎�整理券は、１人１枚必要です。無くなり次第配布を終了し
ます。お早めにお越しください

■ご来場の際の注意■

◎入場の際、整理券を係員にお渡しください

・「あそびのひろば」訪問：市立保育園および富野幼稚園
・子育て相談：電話・来所・FAXによる相談

（月〜金曜日の午後１〜４時）
☎（55）9260

・子育て支援講座：�地域子育て支援センター主催、各地区民生児
童委員協議会、私立保育園と共催で開催

・公園訪問（訪問する公園名は「子どもワンダーニュース」に掲載）
・子育てサークル活動の支援
・情報提供：情報紙発行「子どもワンダーニュース」（隔月発行）
　　配布場所は、市内すべての保育園、富野幼稚園、各コミセン、

文化パルク城陽（プレイルーム）、図書館、保健センター、
ぱれっとJOYO、子育て支援課など
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